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では，流入水量 3 倍および流入水質2.9倍までは目標処理水質に適合し， また連続 Fed -Batch 培養
で測定した動力学式パラメーターが本法動力学制御に適用できることを明らかにすると共に，実施設
では， ts を 4 日に設定し制御した場合は制御をまったく行わなかった場合よりも良好な処理水質が
安定して得られ，動力学制御の効果を検証している。
以上のように，本論文で述べられている活性汚泥法動力学制御法と動力学式パラメーターの測定法お
よび微生物濃度比測定法は，既存処理施設の改善や新規処理施設の設計と維持・管理，さらに自動化，
省力化および遠方監視・制御に適用でき得るもので，学術上，実際上有用な成果であり，水質管理工学
特に下・廃水の処理技術の発展に寄与するところが極めて大きし、。よって本論文は，博士論文として価
値あるものと認めるo
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